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閲覧利用者へのサービス向上の観点から、公文書等の目録のデータベース化に
ついて、平成４年度から調査検討、平成11年４月から「国立公文書館目録データ
ベース」として運用を開始。

―　平成14年度閲覧状況　―

　　　　　　　　　　　　　 閲覧利用者　　　　 閲覧冊数　　　 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ閲覧
　　　　　計　　　　　　　 ４，９５６ 人　 ６４，８８２ 冊　 ６，５５９ 巻
　　うち 公 文 書　　　 １，９１１ 人　 　 ６，４６７ 冊　 ６，５５９ 巻
　

―　平成14年度目録データベースアクセス件数　―　（インターネット利用を含む）
　　　　　　　　　　　
　　　　　計　　　　　　 ４０，７９９ 件
　　うち 公文書検索　　　２３，０６２ 件

１　現　状

・目録データベースの登載冊数（平成15年３月末現在）　　
　　公　 文 　書　 　約３９万冊分
　　古書・古文書　 　約４３万冊分　　　　

Ⅰ　国立公文書館におけるデジタルアーカイブ化の現状と今後の取り組み
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２　目録データベースシステムの内容

各省庁からの移管公文書を登載（約２００万データ）

旧内閣文庫所蔵和漢古典籍・古文書を登載（約１９万データ）

　物理的に閲覧不可能な大判地図、閲覧に制限がある貴重で重要な
公文書等を登載（１３点）

公文書検索サブシステム

目録データベースシステムは、以下の３つのサブシステムから構成

内閣文庫検索サブシステム

高精細画像閲覧サブシステム
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・デ ー タ　　　　　　 簿冊レベルと簿冊に綴じられている各件名レベルの２階層で構成

・内容に関する項目

（簿冊・件名共通）　 標題　作成部局　作成年月日　関連事項

（件名のみ）　　　　 文書番号　法令番号

（１）公文書検索サブシステム

・運用開始　　　　　　 平成11年４月から

【簿冊入力項目】 【件名入力項目】
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（２）内閣文庫検索サブシステム

・内容に関する項目 書名　人名（著書名、差出、宛名等）　書誌事項　内容年月日
数量　関連事項

・デ ー タ　　　　　　簿冊レベルと内容細目レベルの２階層で構成

・運用開始　　　　　　平成11年４月から

【簿冊入力項目】 【内容細目入力項目】
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・二段階処理方式　　　ポジフィルム化　　　　　デジタル化

・運用開始　　　　　　平成12年４月から（館内利用のみ）

・現在登載している資料

公 文 書：民撰議員設立建白書　新橋横浜間鉄道地図　上野公園実測図

　　　　　戊辰所用錦旗及び軍旗真図

内閣文庫：元禄・天保国絵図（武蔵国、大和国、日向国、残り145鋪はポジフィルム化完了）

　　　　　正保城絵図（和泉国岸和田城、信州高遠城、備後国三原城、豊後臼杵城）

　　　　　正保年中江戸絵図　北蝦夷島地図

・対　　象　　　　　　貴重なもの、あるいはそのままでは物理的に閲覧が不可能な公
　　　　　　　　　　文書等

（３）高精細画像閲覧サブシステム

・登載対象資料　　　　日本国憲法　戊辰戦争時の会津若松城の写真　終戦の詔書　等　
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展示案内、ﾊﾞｰﾁｬﾙ展
覧会

PRO所蔵資料画像を使
った複数のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑあ
り

常時30本以上のオ
ンライン展示が見
られる

ホームページ中の
図解国立公文書館
サイト等（今年度
から開始）

インターネッ
ト上の展示

記録文書画像目録

貴重資料画像約1200
点

1901国勢調査目録／
記録文書画像目録
（遺言書画像80万点
ほか）

・画像閲覧等有料

目録DBに画像をリ
ンク。画像12万4千
点

アジア歴史資料セ
ンター関係の画像
331万点

資料本体の

画像

　画像点数

公文書／ﾚｼﾞｵﾝﾄﾞﾇｰﾙ
勲章記録／他

公文書（900万点）／
電子資料／病院記録
／図書／他

公文書（公開率20%）
／電子資料／ﾏｲｸﾛﾌｨ
ﾙﾑ／図書／他

公文書／内閣文庫

（39万冊／43万冊）

目　録

　目録DBの　
　　　種類

フランスイギリスアメリカ日　　本項　　目

　　

３　各国国立公文書館のインターネットによる情報提供の現状
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４　閲覧の現状と課題

＜利　点＞

・多くの人が自宅にいながら現
　物の画像が見られる

・大量の公文書から素人でも目
　的の公文書を簡単に検索可能

＜現　状＞

・自宅で公文書の有無は確認でき
　るが、公文書館に足を運ばない
　と現物は見られない

・検索は限定的かつ専門的
　（キーワード選択が難しい）

国民の身近な公文書館への第一歩

インターネット提供は世界の潮流

・ネットワーク環境は整備（平成14年度）
　 インターネット回線のﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ化

（ｱﾅﾛｸﾞ回線128Kbps → ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回線1.5Mbps）

　 最新のﾌｧｲﾔｰｳｫｰﾙを導入（ｾｷｭﾘﾃｨ対策）
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― 　デ　ジ　タ　ル　ア　ー　カ　イ　ブ　化　の　推　進　に　向　け　て　―　

５　今 後 の 課 題

・資料群の解説の付与の早期化
＜改善における問題点＞
・目録の記述の不統一
・目録の記述と検索用語の相違
・利用者・利用目的にあった検
　索方法の未構築

国

民

に

身

近

な

公

文

書

館

テーマ別コンテン
ツ作成の推進

公文書本体の
　　デジタル化

目録データベース
　　　　　の改善

企画展の充実

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
の
実
施
）

＜ 短 期 的 課 題 ＞ ＜中 期 的 課 題＞

・展示設備の改善

・目録ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと公文書本
　体とのリンクによるイン
　ターネット上での提供
・多量画像データの提供に
　対応したシステムのイン
　フラ整備

・企画展のデジタル化

・図解国立公文書館の拡充
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（１）ホームページを立ち上げている
　　　都道府県・政令指定都市地方公文書館数

（２）リンク数

①　国立公文書館から地方公文書館　　　　　　　　 ３５館／３５館

②　地方公文書館から国立公文書館　　　　　　　　 １６館／３５館

（３）地方公文書館ホームページ上での　
　　　目録データベースの提供

１１館／３５館

３５館／３５館

Ⅱ　国立公文書館と地方公文書館との連携について

１　連携の現状

国立公文書館 地方公文書館

リンクによる情報の共有化
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・イギリス

　①国立歴史資料所在総合目録 (NRA　National Register of Archives)

　　－歴史資料コミッション（HMC、現在は国立公文書館の一部門）が行ってきた事業で、国　
内の公文書館、図書館、博物館等が所蔵する歴史資料を人名、地名等から検索できる。

　

　②アーカイブズアクセス（A2A　Access to Archives)

－国立公文書館や大英図書館が協力して開発したデータベース。322機関の詳細資料概要
（Finding Aids）を一元的に検索できる。ただし国立公文書館目録は含まれない。

・アメリカ

　①国内歴史資料コレクション総合目録 (NUCMC　National Union Catalog of Manuscripts 
Collection)

　　－議会図書館が行っているプロジェクトで、主に写本草稿類をはじめとする図書館の特別
　コレクションの総合目録。

　

　②研究図書館グループ記録史料目録（Research Library Group Archival Resources）

　　－大学図書館を中心とするRLGが作成している参加機関のアーカイブズの総合目録。議会　
図書館や国外の機関も参加。

２　諸外国における国立機関と地方公文書館等との連携による総合的資料所在目録
データベースの例
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リ

ン
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に
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み
　

　
の
横
断
的
検
索
可
能
な
シ
ス
テ
ム
作
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イ
ン
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ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
全
国
公
文
書
館

＜現　状＞ ＜目　標＞

３　問題点と課題

・目録の共通データベー
　ス化の促進

・

・ポータルサイトの作成
・運用の統一化

国立公文書館の役割

・ホームページの相互リ
　ンクの推進

・技術支援、人材の育成

・ホームページ上での目
　録データのみの提供

　地方公文書館の約１／３


